
子ども絵画コンクールには、全国の小中学生のみなさんから
69点の作品が応募されました。
ここでは、その中から優秀な作品をご紹介しています。

日本は、何度も大きな地震におそわれてきました。地震では、家やビルが壊れたり、火災が発
生したり、津波や山くずれが起きて、たくさんの人がケガをしたり、命を失うこともあります。
また，水道や電気が使えなくなって、何日も不便な生活が続くこともあります。このような地
震は、これからも、いつどこで起きるかわかりません。
「わたしたちの未来は、安全で安心なものであってほしい！」これは、みんなの願いです。
日本では、地震に強い建物をめざし、たくさんの研究が行われてきました。みなさんが大人に
なっている2050年、地震の心配をしないで安心して住めるまちや家ができているとしたら、
それはいったいどのようなものでしょうか？
またそのとき、わたしたちはどんな暮らしができるでしょうか？
自由に想像して、絵に描いてみてください。

※受賞者のみなさんの学校と学年は、絵画コンクールが行われた当時（2008年）のものです。

「地震災害のない未来、2050年の
こんな家、こんなまちなみ、こんなくらし」

日本免震構造協会　創立15周年記念

日本免震構造協会　創立15周年記念

子ども絵画コンクールを実施しました

〈テーマ〉

子ども絵画コンクール　優秀作品紹介

子ども絵画コンクールの募集は終了しています。たくさんのご応募ありがとうございました。



最優秀賞
「じしゃくの家」 徳山　圭一郎��君

港区立港南小学校3年生

優秀賞
「さばくの中の城」 疋野　隆也��君

静岡市立中島小学校5年生



優秀賞
「空にいちばん近い城」 大野　洋生��君

静岡市立中島小学校5年生

優秀賞
「緊急救命レスキュー隊出動！」 東條　広大��君

横浜市立黒須田小学校3年生



優秀賞
「ホッピングハウス」 芳沢　佳央梨��さん

鎌倉市立深沢小学校5年生

優秀賞
「どこへとんでいこうかな？」 小澤　優佳��さん

朝霞市立朝霞第六小学5年生



優秀賞
「木に守られた家」 山田　健斗��君

本庄市立本庄東小学校1年生

優秀賞
「夢で見た家」 永野　佑佳��さん

横浜市立すすき野中学校1年生


